
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　口紅材料を受けるよう内部に形成された少なくとも１つの成形キャビティを含む成形部
材と、
　前記成形部材内に係合された少なくとも１つの補強板と、
　前記成形部材を通して前記成形部材に平行に係合され、前記少なくとも１つの補強板に
結合され、前記少なくとも１つの補強板を前記成形部材から半径方向に離れるよう移動さ
せ、前記成形部材を膨張させて口紅材料を前記成形部材から離脱させ取り外すための、少
なくとも１つのロッドと
　を備え、
　前記少なくとも１つの補強板が、外側に突出した耳部をそれぞれ有する２つの端部を含
み、前記耳部が、前記少なくとも１つのロッドを受けるよう形成された少なくとも１つの
開口を含む、口紅製造装置。
【請求項２】
　口紅材料を受けるよう内部に形成された少なくとも１つの成形キャビティを含む成形部
材と、
　前記成形部材内に係合された少なくとも２つの補強板とを備え、前記少なくとも２つの
補強板が、外側に突出した耳部をそれぞれ有する２つの端部をそれぞれ含み、
　さらに前記少なくとも２つの補強板の前記耳部を通して係合され、前記少なくとも２つ
の補強板を前記成形部材から半径方向に離れるよう移動させ前記成形部材を膨張させて口

10

20

JP 3735541 B2 2006.1.18



紅材料を前記成形部材から離脱させ取り外すための、少なくとも２つのロッドと、
　前記少なくとも２つのロッドのうち少なくとも１つを前記成形部材から半径方向に離れ
るよう移動させて前記成形部材を膨張させる手段と
　を備えた口紅製造装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は装置に関し、詳細には口紅製造装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
出願人が知っている最新の先行技術は、Ｋｕｏに対する出願人の先行米国特許第６０２２
２０９号であり、１つまたは複数の成形部材に結合され、成形部材を伸張させて成形部材
から口紅を取り外すのを容易にするための、１つまたは複数のアクチュエータを備えてい
る。成形部材は通常ゴム材もしくはプラスチック材で造られており、数回伸張させた後に
損傷しやすくなることがある。
【０００３】
Ｆｏｘに対する米国特許第３９４７２０９号は、いくつかの離間した金属板を弾性キャン
ドル型内に係合させ、弾性キャンドル型を伸張させるための機械式エキスパンダを開示し
ている。しかし、前記金属板は、その中間もしくは中央部から突出して弾性キャンドル型
の外側へ突出し引張りロッドに結合された半径方向の突起をそれぞれ含んでいる。引張り
ロッドは金属板の中間もしくは中央部に結合され、弾性成形部材の内部へ向けられている
ため、金属板を半径方向外側に安定して移動させたり引張ったりして弾性成形部材を伸張
させることができない。例えば金属板の下部しか弾性成形部材の半径方向外側に引張るこ
とができないため、成形部材の上部を伸張させることができず、口紅を弾性成形部材から
容易に離脱させることができない。また弾性キャンドル型も、数回伸張させた後に損傷し
やすくなる。金属板は弾性キャンドル型に対して移動し得るので、使用後に弾性キャンド
ル型の外側に引張られるおそれも大いにある。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
本発明は、従来の口紅製造装置の前記した欠点を軽減させおよび／または除くためになさ
れたものである。
【０００５】
本発明の主な目的は、弾性成形部材内に係合され、弾性成形部材を堅固に伸張させて弾性
成形部材が頻繁な伸張動作によって損傷を受けるのを防止するための、１つまたは複数の
補強板を有する、口紅製造装置を提供することである。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
本発明の第１の面によれば、口紅材料を受けるよう内部に形成された少なくとも１つの成
形キャビティを含む成形部材と、前記成形部材内に係合された少なくとも１つの補強板と
を備え、前記補強板が、外側に突出した耳部をそれぞれ有する２つの端部を含み、さらに
前記補強板の耳部を通して係合され、補強板を成形部材から半径方向に離れるよう移動さ
せ成形部材を膨張させて口紅材料を成形部材から取り外すための、少なくとも１つのロッ
ドを備えた口紅製造装置が提供される。
【０００７】
前記ロッドがそれぞれベースを含み、前記移動手段が、少なくとも１つのロッドに取り付
けられ、ロッドを用いて成形部材を膨張させるための少なくとも１つのアクチュエータを
含む。
【０００８】
前記成形部材が横方向外側に突出し互いに離間した少なくとも２つのリブを含み、前記ロ
ッドが成形部材のリブを通してそれぞれ係合される。
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【０００９】
さらにシートが設けられて成形部材の頂部に配置され、内部に形成され成形部材の成形キ
ャビティに整合した、口紅材料を受けて口紅材料の根元部分を形成するための開口を含む
。
【００１０】
本発明の更なる目的および利点は、添付の図面を適宜参照しつつ下記の詳細な説明を注意
深く読むことにより明らかになるだろう。
【００１１】
【発明の実施の形態】
図面を参照し、まず図１～５について述べると、本発明による口紅製造装置は、口紅材料
４を受けるよう内部に成形キャビティ１２が形成された成形部材１を備えている。成形部
材１は、弾性ゴム材もしくはプラスチック材で造られ、３つまたはそれ以上の長手方向リ
ブ１１が横方向外側に突出して互いに円周方向に離間した円筒形状に形成されることが好
ましい。リブ１１はそれぞれ内部に形成された１つまたは複数のオリフィス１１１を含ん
でいる。３つまたはそれ以上のベース２はそれぞれ、上方に延びリブ１１のオリフィス１
１１を通して係合する１つまたは複数のロッド２１を含んでいる。成形部材１は、内部に
設けられ成形部材１の成形キャビティ１２の内側に突出し、口紅材料の硬化または形成後
に口紅材料４の外周部分に対応する模様を形成するための、１つまたは複数の文字を含み
、また模様１２１を含んでいる。
【００１２】
油圧シリンダもしくは空気圧シリンダ等の１つまたは複数のアクチュエータ８０がベース
２に固定されており、ベース２とロッド２１とを成形部材１の半径方向外側にすなわち成
形部材１から離れる方向に移動させ、成形部材１を膨張させて（図６、７）口紅材料４の
模様４２、４３を損傷せずに口紅材料４を成形部材１から容易に取り外し、離脱させるこ
とができるようにしている。シート３が成形部材１の頂部に配置され、内部に形成され成
形部材１の成形キャビティ１２に整合した、口紅材料４の根元部分を形成し口紅材料４の
硬化後に成形部材１から口紅材料４を取り外すための開口３１を有することが好ましい。
【００１３】
成形部材１を形成するための弾性材料は、弾力性および耐熱性のあるもので、膨張し変形
し得る合成プラスチック材、高分子材料、もしくは粘着性材料を含む。１つまたは２つの
ベース２とロッド２１のみを移動させることにより口紅材料４を成形部材１からほぼ確実
に離脱させることができるように、口紅材料４の外周面の小さな区域または部分に模様を
付けてもよい。また成形部材１は、内部に形成された２つまたはそれ以上の成形キャビテ
ィ１２を含むようにして、内部に模様４２、４３が形成された２つまたはそれ以上の口紅
材料４を同時に形成することもできる点にも注目すべきである。上記の構成は代表的なも
のであって、本発明の参照として挙げた出願人の先行米国特許第６０２２２０９号に開示
されている。
【００１４】
　本発明による装置はさらに、弾性成形部材１内に係合された１つまたは複数、例えば２
つ、３つまたはそれ以上の補強板５を含んでいる。

耳部５２、５３をそれぞれ含んでいる。耳部５２、５３はそれぞれ
ロッド２１を受けるよう内部に形成された１つまたは複数の開口５４、５５を含んでいる
（図６、７）。ロッド２１は弾性成形部材１の内側へは向かず、弾性成形部材１に平行に
なっている。加えて、耳部５２、５３は板５の

、補強板５を半径方向外側に効果的に移動させて弾性成形部材１を伸張させること
ができ、口紅材料４を成形部材１から容易に離脱させることができるようになる。したが
って板５を使用して成形部材１を効果的に伸張させることができる。
【００１５】
板５が容易に曲がったり歪んだりするのを防止するため、板５は剛性を有するプラスチッ
ク材または鋼材もしくは合金材等の金属材料で造ることが好ましい。板５はそれぞれ内部
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補強板５は、上端部および下端部から
外側に突出した２つの

上端部および下端部から外側に突出してい
るため



に形成された１つまたは複数の孔５１を含み、成形注入もしくは成形抜出し工程または他
の成形工程等とともに成形部材１内に係合される。成形部材１を形成する材料が板５の孔
５１に係合され、板５が成形部材１内に堅固に係合できるようにする。
【００１６】
したがって、本発明による装置は、弾性成形部材内に係合され、弾性成形部材を堅固に膨
張させて弾性成形部材が頻繁な伸張動作によって損傷を受けるのを防止するための、１つ
または複数の補強板を含む。
【００１７】
本発明は、ある程度の特定をもって記載されているが、本開示は単に例示的になされたも
のであり、以下の請求の範囲に記載された発明の精神および範囲を逸脱しなければ、部分
の詳細な構成、組合せ、配置において多くの変更を行うことができる点を理解すべきであ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明による口紅製造装置の分解図である。
【図２】装置の半分を切断した、装置の斜視図である。
【図３】補強板の斜視図である。
【図４】図５の４－４に沿った断面図である。
【図５】図４の５－５に沿った断面図である。
【図６】図７の６－６に沿った断面図である。
【図７】図６の７－７に沿った断面図である。
【符号の説明】
１　成形部材
２　ベース
４　口紅材料
５　補強板
１１　リブ
２１　ロッド
５１　孔
５２、５３　耳部
５４、５５　開口
８０　アクチュエータ
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】 【 図 ６ 】

【 図 ７ 】
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